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人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

人
権
作
文
の
優
秀
作
品
を
表
彰

将
来
の
水
産
資
源
へ
の
投
資

月
６
日
、三
原
公
民
館
で
行
い
ま

し
た
。

　

市
人
権
教
育
課
と
南
あ
わ
じ
市

人
権
教
育
研
究
協
議
会（
南
人
教
）

で
は
、人
権
作
文
を
毎
年
募
集
。小

学
生
か
ら
一
般
社
会
人
ま
で
の
入

選
作
品
１
２
４
点
を
表
彰
し
ま
し

た
。

　

表
彰
式
で
は
、入
選
作
品
の
中

か
ら
、代
表
者
６
人
が
作
文
を
披

露
。そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
舞
台
上

で
発
表
し
ま
し
た
。

　

南
人
教
の
仲
野
壽
志
会
長
は
、

「
日
常
の
暮
ら
し
か
ら
人
権
課
題

や
命
の
尊
厳
を
考
え
た
各
作
品
を

た
た
え
、共
に
生
き
る
人
権
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う
」と
講

評
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
漁
獲
量
の
増
大
と

漁
場
造
成
を
図
る
た
め
、
重
さ

２
０
０
〜
１
０
０
０
㎏
程
度
の
石

を
海
中
に
投
入
す
る
築
い
そ
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、国

　

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
12

市政ひろば

の
補
助
事
業
と
し
て

鎧
崎
沖
で
、市
単
独

事
業
と
し
て
福
良
メ

ガ
フ
ロ
ー
ト
沖
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

タ
コ
や
メ
バ
ル
、カ

サ
ゴ
な
ど
の
比
較
的

定
着
性
の
あ
る
魚
類

や
海
藻
類
、
ナ
マ
コ

は
、石
と
石
の
隙
間

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　　（12月１６日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 260件 35,025,219円

市外（島内） 34件 3,481,000円

市外（島外） 149件 12,489,940円

合計 443件 50,996,159円

詳細は市のホームページで掲載しています

ふ
る
さ
と
納
税

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　南あわじ市女性消防団（なでしこ分団）は平成19年12月に発足し、現在20人の女

性消防団員がおり、火災予防の広報・啓発活動など様々な場面で活動を行っています。

　南あわじ市消防団では、新たに活躍していただく女性消防団員を募集します。

　

灘
と
い
う
字
は
、水
路
の
難

所
、潮
流
の
強
い
海
岸
、風
波
の

荒
い
航
行
の
難
所
な
ど
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。津
名
郡（
後
に
洲

本
市
）の
灘
は
、上
灘
で
、三
原

郡
の
灘
は
、下
灘
と
い
う
。明
治

十
年
、土は

ぶ生
村
外
五
か
村
が
合

併
し
て
下
灘
村
と
な
っ
た
。灘
と

沼
島
の
間
に
は
、地
質
学
で
い
う

中
央
構
造
線
が
通
っ
て
い
て
、灘

海
岸
は
、急
傾
斜
地
で
あ
る
。淡

路
の
灘
は
、「
ナ
ダ
レ
」、す
な
わ

ち
、海
に
向
っ
て
の
急
傾
斜
地
の

意
で
あ
ろ
う
。阿
波
の
鳴
門
市

北
灘
海
岸
も
淡
路
の
灘
と
よ
く

似
た
海
岸
線
で
あ
る
。

地
名
の
由
来 
そ
の
７　

『続三原郡史』灘 

（
な
だ
）

郡
史
の
拾
い
読
み　

知
っ
て
お
き
た
い
・
・
・

「
ナ
ダ
レ
」

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
in
い
ぶ
す
き

　

12
月
５
日
、
鹿
児
島
県
指い
ぶ
す
き宿

市
で
、
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映

画
祭
が
開
催
さ
れ
、会
場
に
は
約

２
０
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

同
映
画
祭
に
は
、「
わ
ん
ぱ
く
子

ど
も
映
画
祭
」で
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
村
上
由
依
さ
ん（
榎
列
小
）と
東

か
が
わ
市
長
賞
を
受
賞
し
た
古
市

理
瑚
さ
ん（
誉
水
小
）・
林
優
沙
さ
ん

（
同
）の
２
組
が
中
田
市
長
ほ
か
13

人
と
出
席
。同
２
組
に
は
指
宿
市
長

よ
り
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
俳
優
の
杉
良
太
郎

さ
ん
が
会
長
を
務
め
、外
務
省
や
文

化
庁
、法
務
省
な
ど
の
支
援
を
受

　

兵
庫
県
の
最
南
端
、灘
土は

ぶ生

の
南
東
約
４
㎞
の
海
上
に
あ

り
、島
全
体
が
、結
晶
片
岩

か
ら
な
る
周
囲
約
10
㎞
の
離

島
。地
名
の
初
出
は
、承
平
五

年（
９
３
５
）の「
土
佐
日
記
」。

「
淡
路
国
大
田
文
」に
阿
万
庄

の
う
ち「
沼
島
三
町
」と
見
え

る
。古
代
海あ

ま人
族
の
根
拠
地
、ま

た
熊
野
水
軍
と
し
て
活
動
し
た

海あ
ま

氏
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
。沼
島

は
、武
島
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

立た
て
が
み
い
わ

神
岩
は
、竜
宮
へ
の
門
と
い
う

伝
承
や
、沼
島
が
国
生
み
神
話

の
お
の
こ
ろ
島
で
あ
る
と
い
う

伝
承
が
濃
厚
に
あ
る
。地
名
の

由
来
に
定
説
は
な
い
が
、沼ぬ

ぼ
こ矛

の

島
か
ら
、沼
島
に
な
っ
た（『
重
修

淡
路
常
磐
草
』）と
い
う
説
が
あ

る
。古
語
の「
ぬ
」と
は
、沼
と
い

う
意
味
と「
瓊ぬ

」す
な
わ
ち
美
し

い
玉
と
い
う
意
味
が
あ
る
。島
の

形
が
勾ま

が
た
ま玉

そ
っ
く
り
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、瓊
島
が
沼
島
に
な
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第
７
節　

各
説　

地
名
の
改
変

三
原
郡
の
大
字
と
冠
称
の
由
来
か
ら
抜
粋

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

沼 

島
（
ぬ
し
ま
）

沼ぬ
ぼ
こ矛
の
島

▲人権作文を発表する大上ひかるさん。
入選者６人が作品を朗読しました

▲人権週間の啓発活動
（市内ショッピングセンター）

 有料広
告

　 募集

　問情報課☎43-5003

　　掲載料金（１か月）
１種広告　30,000円（4.5㎝×18㎝）
２種広告　16,000円（4.5㎝×９㎝）

６か月以上継続してご契約された方は･･･
１種広告　20,000円　２種広告　11,000円

　「広報南あわじ」と「南
あわじ市ホームページ」
に、お店の宣伝や求人情
報など出しませんか？

「広報南あわじ」有料広告

　　掲載料金
 １か月　  10,000円（月額）

12か月継続してご契約された方は･･･
12か月　100,000円（年額）

「ホームページ」バナー広告

け
、今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

全
国
・
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
５
０
０
点

を
超
す
作
品
の
応
募
が
あ
り
、子
ど

も
た
ち
が
３
分
以
内
で
ま
と
め
た

映
像
を
上
映
し
ま
し
た
。

　

大
会
ゲ
ス
ト
と
し
て
、歌
手
の

伍
代
夏
子
さ
ん
や
女
優
の
山
本
陽

子
さ
ん
ら
も
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

2010年世界農林業センサスにご協力ください
　２月１日現在で、全国一斉に“農林業の国勢調査”といわれる「2010年世界農
林業センサス」が実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために５年ごとに実施される極
めて大切な調査です。１月中旬から農林業を営んでいる皆さまのところに調査
員が訪問して、調査票に農林業の経営状況などの記入をお願いしますので、ご協
力をお願いします。

農林水産省　兵庫県　南あわじ市

☆活動内容☆
•火災予防などの広報・

　啓発活動

•地域での救命講習会

•保育所等での防災指導

•消防団で行う主要行事

　への参加

応募資格　市内に居住し
　　　　　ている18歳

　　　　　以上の女性

募集期間　１月４日（月）
　　　　 ～２月３日（水）

採用時期　４月１日予定
※お申し込みは、防災課

　☎43-5006まで

火災予防などの広報・火災予防などの広報・

☆待遇☆
•被服貸与

•市条例に基づき報酬、

　出動手当を支給

•公務災害補償、退職

　報奨金（勤続５年以　

　上）、表彰等の制度あなたの力を「安心して暮らせる街づ
くり」のために発揮してみませんか!?

▲奨励賞を受賞した村上さん（右）、
林さん（中央）・古市さん（左）

▲福良メガフロートでは早朝から約280㎥
分の投石が行われました（11月８日）

寄
贈

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
淡
路
自
立
サ
ポ
ー
ト
ク

ラ
ブ（
戸
田
達
男
理
事
長
）が
、身

体
障
害
者
に
心
地
よ
く
施
設
を
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
と
し
て
、サ
ン

プ
ー
ル
に
身
体
障
害
者
用
の
キ
ャ

リ
ー
と
イ
ス
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

有
効
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
ど
を
繁
殖
の
場
や
住
み
処
と
し

て
い
ま
す
。投
石
に
よ
る
生
物
量

の
増
加
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お

り
、水
産
資
源
の
将
来
へ
の
投
資
と

し
て
、毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

築
い
そ
事
業


